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UrcELSeは植物界に広 く分布している SII基を含む酵素であるが,なかでも大豆,刀豆,甫爪,西爪

等の種英に多 く含有されていることは,竹内l),Kiesel2'Posse3'nratlL.ra一ldnILqrS.hallf'Damo-

(hl･all5)Stlmller柿)北川 7'石丸の諸氏によって既に報告されてゐる.琵豆の Urea父に関しては未だ

報告を見ないが,北川氏 7'は刀豆の Ureaseを研究し,タチナクマメ(A),アカナクマメ(B),シtlナ

クマメ (C)-マナクマメ (D)の Urcasc の含有量の多少は (A)>(B)>(C)>(D)の頂であるが,

栽培地を異にするときはこの順序を異にすることがあると述べてゐる.

著者等は前報に澱て報告した如 く の 匪豆には各種の作物型がみられ,叉化学成分 も品種によっては著

しい差違の存在することが認められたのであったが,今回はこの紅豆の品種作物型グル-プ間に於 る

Urcaseの活性度の差違ならびにこれら紅豆類の Ureasc含有量を跡 こ報告されている ｢大豆｣｢/J､豆｣

｢菜豆｣及び ｢腕豆｣等の UrcILSCに比較して,その童的関係の面から豆類中に於る紅豆の位置を推定せ

んと試み若干の知見を得たのでその結果を報告する.

倫 Urea光 作用の測定と同時に同一試料について Catalascの活性度についても測定した.それは分

析された試料の活性状態を判定する一助となるものと考-られるからである.

T. 実 験 方 法

(1) 試 料 の 説 明

分析に用いた軒豆は既述の方法9)で1951年信大農学部農掛 こ均一栽培したものにつきよく揃った完

熟種実を金属の影響を避けて石臼を用いて品種別に出来るだけ均一に粉砕したものを試料として1952年

9月～12月 までの問に測定を行った.

(2) Urease作用測定

Ureaseの活性度を測定する方法としては種々報告されているが10),我利ま尿素の分解によって生す

る7-/モ-ヤ瓦斯を 40oC･に於て一定減圧で吸引する Eulerの方法 11,に準じてS-fr2SO4液中に

吸収せしめる方法によった.一対照実験は 3%fr2SO4=で作用を停止させた酵素液を含む尿素基質液か

ら同一旋件のもとに生ずるアンモ-ヤ瓦斯を暮除して,Ureascの activityを 意 H2S04 に吸収

された て㌃ Nfr3の ccを以て表示することにした･

(3) Catalase作用の測定法

Catalaseの活性度測定は,用いた一定量の基質Ⅱ202が,酵素液によって分解される量を ･:T'O -川 t.

04滴定によって求める方法によった.10'伺別に1:3耳2S04にて作用を止めた酵素液による場合をブラ
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I/クとして前の値より桂険し,分解された H202重に相当する 意 KMn04の ccを以てその作用

の張さを表示することとした.

Ⅱ. 紅豆 Ureasc及び CatalaSeの測定条件

(1) Ureasc

(i) 紅豆 Urcaseの抽出保件について

Ureascの抽出法としては 2% アラビヤゴム液を用いる方法に従い,その抽出時間及び抽出温度につ

いてその品鐙問の作用比敬に対しての影響を知るための基礎として次の如き実験を行った.即ち試料敢

豆粉末 5gに 2'ogアヲビヤゴム液15ccを加へ,所定の定温槽中に一足時間別に境拝抽出した後遠心分

離して得られる上鐙を酵素液とする.反応は S(I;rcuscllIhffcr(pll-7.0)にて基質尿素の含量を 3,%

としたもの 1ccに酵素液 1ccを加- 20時間作用せしめる.この際 T)レオ-)I,1-oA量を加へる.後3

%fI2S04にて作用を停止し,前述の方法で尿素分解によって生じた7-/モニヤを定量した.これによ

り得られた Ureaseの ELCtivityに及ぼす抽出時間及び温度の影響は 第1及び第2図の如くであった.
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即ちこの結果によれば軒豆ウレア-ゼの 2,0∠アラビヤゴム液抽出に於ては抽出時間は 20分で, 抽出

温度は20oC.で充分と考-られる.以下の英験はこの促件によって行った.

(ii) 敢豆 UTCaSeの反応促件について

(a) 反 応 時 間

SuI皿CrによるとUrcaseの反応は一次反応であって作用力 fほ時間 tに貯して f=kt(kは恒数)

で表示される･即ち分解によって生ずるアンモニヤ瓦斯の畳は反応時間に対して直線的であると報告さ

れている.本実験に於る酵素液は紅豆の水性抽出による粗抽出液をそのま｣実験に用いているので,こ

の促件に於る反応時間の影響を実験した結果は第1表,第3図の如くであった.

第3図によれば軒豆の水性抽出による粗酵素液の場合に於てら署直線的に反応していることを知る.
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下記の品種間の差違を目的とす本実験に放ては,反応時間を 20時間とすることにした.

(b) 反応最適水素イオン濃度及び最適温度,前途の抽出法による酵素液1ccに種々のPtlの SJire)汁

sellbllffer(この中に尿素3%を含む)1ccを加-,20oC.の匡温相中に20時間操った後,分解により生

じたアンモニヤ量は第 4図の如くであった.この結果によると pt壬7.08が最大である.これは大豆

及び刀豆の UrcaBeは pf17.0で最もすみやかに尿素を分解するという定説と略一致している.同様に

調製した反応液を pli7.0に放て 20時間一定の湿度の恒温槽中にて反応させた場合のアンモ -ヤ生

成量紘第 5因の如くであった.
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この結果によれば,匪豆 Ureaseの最適温度

は 43oC.附近にあるものと考えられる.Su-

mnerは Ureaseは多くの植物性酵素の如く

可成り高い至適温度をもって在り,短時間の

反応では 65oC.附近であると述べている.し

かし本実験は酵素液が水性抽出液で他の物質

と共存することと反応時間を 20時間という

長時間に作用させたた糾こや 低ゝい 430が

至適温度という結果になったもの と考- ら

れる.



(2) Catahse

i) 紅豆 Catahseの抽出族件について

El豆 Catalascの抽出の最適任件及び抽出供件の差違が Catahse活性度の測定にどれ程の差違 を生

するかを知るため,試料gI豆扮 5gに蒸溜水100ccを加へ一定時間一定温度に於て抽出し,乳状液を遠心

分離し,上澄液を酵素液として1cc用い,之にh'/20打20210cc11uffcrsollltion(S6rcusenpt7-6.8)5cc

を加へ,-定温皮中に反応させて一定時間後に1:4Ⅱ2S04で反応を停止し,N/ヨOKMhOA=で滴定する方

法によった.抽出湿度を 25oC.として,抽出時間を変化したる場合のH202分解を反応時間をか-て

簡足した結果は第6図の如くであり,30分抽出と2時間抽出の間には殆んど差が認められす,30分で充分

であると考へられる.抽出温度は抽出時間を 39分として作用温度を 25QC.とした場合の反応速度と

して第 7図の如き結果が得られた.この結果によれば,Oo抽出が一番張力であるけれども.本実験の範

囲では 25oC.との間に大差が認められないので 25cc･で抽出することとした.従来の報告によると出

奔るだけ低温抽出の方が活性を矢はないと述べられているが,本実験の如く同一族件に於る多数品種比

敬という場合に紘等圧抽出よりも実験操作の便宜上の点から250抽出処理を行った.8'
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(ii) 軒笠 Catahseの反応使件について

反応時間は 第6,7図 の結果によれは 30分区と 60分区との問に於る蓋は僅かであり,反応猛皮 は

第8図の結果からみると 25oC が至適と考へられる.25oC での反応に於る ptIの影響は第 9表q)結

果によれば 6.8,7.4,8.2と中性から徴ア)I,カ1)の問に差は僅かで酸性例では作用は減少している･この

Table2.-UreaseandCat血seactivityofVignaseeds 結果は近末氏の報告と一致している･･8)
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下記の品種比硬実験に放ては上述の結果

からpII6.8の btlffersollltionを用Vl,

0.98 25oC で 1時間反応させる方法により行

0･87 った.
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Catalaseの活性度

前記の方法で 34=品種の敢豆稜英につ

きUrease及び Catalascの活性度を測定

した結果は第2表の通りであった.この

結果に依れば,Catalaseの差は僅少であ

って,調製貯蔵中の変化は大体同一の経

過をたどり特記する様な変化はなかった

ものと想俊される,これに対しUreaseの

方はその分散は Catalascの場合より大

であるが,作物型7グループ別の間に於

る F表検定のための計算拭第 3表の如

くであって,即ちこの検定によれば,敢

豆品種グループ間に於る Urcascの活性

度については有意な差を認めえないとい

う結論に達する.VitaminBlの含量の

著しく大であった美人豆,米豆について

ち,風味良好でない CowPa類の如きも

Ur飽Se の面からは大差が認められす,

従って既報の蛋白含量との間に北川氏が

ナクマメの場合に認た如き明らかな関係

は見られない.T)

Ⅲ.狂豆と他の豆旗との Urease
活性度の比較

.紅豆 34品種のグル-プ問に放てその

Urease及び CatalaseにつVlてほ差を認

め難かったのであるが,同年度に栽培し

た ｢大豆｣｢小豆｣｢菜豆｣｢扇豆｣等の他

種の豆類との比敬を試みた結果は第4表

の如くであった.



この結果によると, Ureaseについては敢豆類と ｢大豆｣｢小豆｣ との間には著しい差が認められる
が,｢大豆｣と｢小豆｣との問の差は佳小である.C!atahseに於ては大豆紘少しく小さいが,｢小豆｣と
｢匝豆｣と紘近似している.この点からすれば,Urcaseの測定は ｢敢豆｣と｢小豆｣との区別に充分利

用出来ると考-られる.

｢gI豆｣と｢葉豆｣との Ureascは大差なく,｢疏豆｣はや 小ゝさい値を示している.一方 Catalaseの
方は ｢敢豆｣｢薬豆｣は殆んど同一であり,威豆が極めて僅少である.この点我々の実験に用いた試料
は調製貯蔵中に変異があったかとも考-られる.転豆各品瞳は同一圃場で均一栽培を行った試料である

が,｢大豆｣｢小豆J｢薬豆｣｢疏豆｣は匪豆と同年度産であるが厳密に披均一の栽培でないのでこの点は
銘茶の研究によって検討されねばならないと考へる.

本英験の範園内に於ては Ureaseの面からみれば ｢大豆｣と｢小豆｣は相近く,gI.豆はむしろ｢菜豆｣

に近く,外観的には ｢小豆｣に近似する敢豆品種もあるが ｢/J､豆｣と｢鉦豆｣の間は可成距離があるも

のと考へられる.

Table3.-Analysis0fVarianceforUreaBeactivity

F27(0.05)-2･47

Table4.-Ureaseactivityor yariouBbeans

読 :Catalaseは荘豆 を 1.00した壕合の相対値
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Ⅴ.摘 要

1) 紅豆3J1品種につきUreaseの活性度を測定したが,既に報告した7型の作物型分難群問に F麦

検定では有意の差は見られず Catalaseも殆んど大差を認めなかった･

2) 鉦豆の Ureaseを ｢大豆｣｢小豆｣のそれに比密すると,我々の冥験の範囲内では約 1/4=0にすぎ

ず,｢菜豆｣｢扇豆｣との差は佳小であった.従って紅豆の若干の品種は外観的に紘 ｢小豆｣と類以点の
認められるものもあるが,Urcaseの面からすれば ｢/J､豆｣と｢紅豆｣類の距離は遠く,｢鉦豆｣はむしろ
｢薫豆｣に近いという結果を得ている.

3) 転豆に於るUrea+SeaCtivity と蛋白含量との開係は北川氏がナクマメの場合に認た如 くには明ら

かでなかつだ.
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R6sum6

m previousreports(partE) somerelationbetweenthechemicalcomlX)Bentsandthetypeof

platltforI耶 WaSfollnd･ tnthispaperWefirststlldiedtheUreaseactivityofI,0,1vignal光an

varietieLq.(Tab王e.2.) Butthevariancel光tlVCengroupsWasnotSignificant.(Table.3.)

Secondly wecomparedtlleUreasseactivityofVignaTx!answiththatofotherl池nS.Urcase

activityofVignabeanwasabotltOnefortiethasstrongaSthatofSoylやnandAztlkiI)ean

buttherewasnotanysignificalltdiffereIICel裾tlVだu-KidneybeanandVignabean.(Table.A_).
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